
creating better environments

Joenkoeping Airport  (ヨンショーピング空港)

ヨンショーピング空港では、ラウンジおよび会議エリアの改修にあたり、より洗練された居心地の良い空間づくりが目指されました。
  大きなパノラマウィンドウを備えたこれらの空間は、周囲の自然景観とのつながりを大切にしています。そのため、床材には機能性だけでなく、建築と風景を美しくつなぐデザイン性も求められました。
  そこで採用されたのが Flotex です。Flotex
は、テキスタイルフロアならではの快適性と優れた吸音性能に加え、弾性床材に求められる耐久性とメンテナンス性を兼ね備えています。人の往来が多い公共空間において、デザインと性能を両立するソリューションとして選ばれました。
  このプロジェクトでは、音環境の改善も重要なテーマでした。利用者が仕事をしたり、打ち合わせを行ったり、フライト前の時間を過ごしたりする空間において、Flotex
 は落ち着きのある快適な環境づくりに貢献しています。また、高密度フロック構造により清掃性にも優れ、日常的な利用頻度が高い空港施設に適した性能を発揮します。
  デザイン面でも、Flotex
は空間全体のコンセプトを支える重要な要素となっています。上質で洗練された雰囲気を演出するとともに、建築と周囲の自然環境とのつながりをより豊かに表現しています。優れた吸音性能、快適性、メンテナンス性、そしてデザインの自由度。Flotex
 は、そのすべてを備えた床材として、このプロジェクトを支えています。
  完成したラウンジと会議エリアは、利用者とスタッフ双方にとって、より快適で魅力的な空間へと生まれ変わりました。空港関係者からも、施設全体の印象を向上させながら、現代の空港に求められる実用性を十分に満たしていると高く評価されています。
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施工事例

フロテックス・ナチュラルズ

pear wood

フロテックス・ラティチュード

Latitude nickel
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